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大池総合公園の区域の変更（減少）について 

 

１ 区域の変更（減少）の背景・理由 

大池総合公園は、小野市の市街地北部に位置し、休息、観賞、散策、遊戯、

運動など総合的な利用を目的とした総合公園として昭和４６年に都市計画決定

した総合公園です。 

現在、同公園内のプール、野球場、陸上競技場、テニスコートなどのスポー

ツ施設では各種スポーツ大会が開催され、園路ではウォーキングやジョギング

などの健康増進の場として多くの市民に親しまれ利用されています。 

本公園の利用状況については、人口減少等の影響により、平成２９年度と比

べて公園利用者数が３割以上減少するなど、公園施設や駐車場の機能に余裕が

生じています。 

こうした状況の中、市が令和６年３月に策定した「第３期小野市総合戦略」

において、都市基盤と機能の維持を行うため、人口動態や多様化するニーズを

踏まえ、公共施設の統廃合や計画的な更新を推進することとしております。 

このような公園の状況や公共施設の最適化の方針に基づいて、大池総合公園

の区域を変更（減少）します。 

 

２ 減少する区域 

小野市王子町字通り池９１６番４ 地目：雑種地 地積：４,１４２㎡ 


